
Title 配給概念と商業の本質
Sub Title
Author 鈴木, 保良

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1943

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.37, No.12 (1943. 12) ,p.1087(27)- 1122(52) 
JaLC DOI 10.14991/001.19431201-0027
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19431201-

0027

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


i 

.

來
，池
痤
設
の
自
，然
的
條
件
に
蹯
す
s
.若
•子
.，の
考
察
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.- 

ニ
-パ

-
C
I
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六)

ら
れ
る
.
o例
へ
■ば
榔
林
と
，治
水
事
，業
が
十
分
に
行
は
れ
、
ば
、
豪
雨
の
水
ネ
洪
氷
.を
起
こ
す
こ
と
な
く
旻
期
間
に
ゎ
た
つ
て
利
用
さ
れ 

«

る
。
n
Mち
降
雨
の
狀
態
を
改
良
し
.だ
と
同
じ
結
果
.に
な
る
？
$

た
氣
溫
に
.し
も
同
樣
で
、
熟
帶
の
夜
に
冷
房
裝
ft
を
善
用
す
れ
ば 

夜
間
の
氣
溫
を
低
下
せ
し
め
たH

と
に
.な
り
、•
熱
帶
生
活
，に
伴
ふ
氟
大
の
M
條
件
の
一
.つ
が
.除
去
さ
れ
る
。
こ
れ
等
と
，反
對
に
人
間
は 

そ
の
行
動
、に
依
つ
て
、
氣
候
を
惡
化
せ
し
め
た
と
屑
樣
な
結
.果
1
生
_ぜ
し
む
る
ヒ
と
^

出
來
る
。
森
林
.の
濫
狀
の
如
き
は
そ
の
最
も
效 

梁
的
か
方
法
で
あ
ら
ラ
。
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装
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ぃ
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靡
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民
：均
保«

衞_

本
人
の
熱
帶
氣
候
に
對
す
る
I I

I

化
能
力
ば
大
き
い

‘

や
ぅ
に
見
ぇ
る
。’

從
つ
て
こ
の
點
に
劣

Y

と

淀
比
れ
る，51

人
ょ
り
，も
、
斯
か
る
廣
域
，
 

圈
の
人

^

を
指
缚
す
る
に
有
利
で
あ

-

ら
ぅ

0
'
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「

熱
帶
组
活
問
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こ
れ
等
す
べ
て
の
建
設
事
業
の
爲
め
に
、艰
亜
の
氣
候
に
關
し
て.

多
く
の
硏.

.

究
問
題
が
、殘
さ
れ
て
居
る
と
思
ふ

0

殊

忙

北

支

*
印

度

或 

'

は

本

邦

の

洽

害

地

漱

ぎ

：猶

オ

ふ

_

候
の
、
長

期

豫
«

寵

鶴

、
：

.

：
：或

比

大

歐
_

氣

紙

乾

燥

化

：ゆ

問

顧

：益

ぎ

、

^ :
^

:

の
，條
件
と
し
て
有
用
で
あ
り
得
る
限
界
點
に.

近
い
と
考
へ
ら
る
狀
態
の
齓
方
，に
就
い
て
、
.氣
候
の
研
究
が
特
に
大
き
な
重
要
性
を
持
つ 

問
題
が
あ
る
，。s
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例
へ
ぱ
北
‘
^
溆
蒙
の
•.一
 
部
地
>/
に
就
ぃ
て
^-
象

>
」

收
畜

<
$孰
れ
が
そ
の
，地
に
最
適
か
の
間
題
の
如
き
^.
- 
土
壤
の
硏
究W

共
に 

，氣
候
の
研
究
に
依
つ
て
主

W
L
て
決
定

.?
-れ
る
べ
き
で
あ

"へ
，
斯
か
.な
硏
究
に
依
つ
て
適
地
適
物
を

/1
-
:糜
す
-5
ミ
共
に
氣
陝
.
.
の
惡
化
，
土
地
の 

.■不
毛
化
を
防
ぐ
方
.泣
を

梦

る

5

Jは
、
来
龃
硝
設
途
上
の
市
耍
な1
課
辟
で
あ
ち
う
0(

川
湖
勇
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驗
收
草

_
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.生
產
首
と
消
费
者
と
を
社
會
的
に
連
絡
す
る
財
货
の
人
格
的
移
動(Giiter-tibertragu

笑

I
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が
、1
重
要
な
私
會
經
濟
的
事
象
の
一
つ
^

な
っ
た
の
は
、
.社
會
的
分
業
が
'
;般
に
行
は
れ
る
や
ぅ
に
允
り
‘
私
有
財
淹
制
が
確
立
し
て 

財
貨
の
交
換
が
不
'可
缺
の
社
會
經
濟
的
f
素
と
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
.あ
る
。
財
貨
の
也
產
と
消
費
と
が
原
則
と
し
.て
同
一
.
の
經
濟
單 

位
の
‘内
で
行
は
れ
た
‘封
鎭
的
な
家
内
經
濟
の
時
代
に
，.お
い
て
は
、
生
茚
者
ょ
り
消
费
.客
へ
|
貨
を
社
#.
的
!^
移
動
す
る
と
沄
ふ
や
ぅ
な
.
 

經
濟
事
象
は
、
未
だ
人
間
决
活
の
叛
礎
的
な
部
分
で
は
な
か
っ
た
。
し
.か
る
に
社
會
的
分
業
が
確
立
し
て
以
後
^
お
い
て
は
財
貨
を
生
、
 

產
者
か
ら
消
費
者
へ
人
格
的
'
,に
移
動
し
て
兩
者
を
社
會
的
に
連
絡
す
る
こ
と
が
な
い
限
り
、
生
產
も
消
費
も
金
く
そ
の
目
的
を
達
す
る

配
狯
缺
念
ぜ
商
，業
の
本
質
，
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こ
.
.と
が
出
來
な
く
な
.つ
た
。
.
そ
れ
は
決
し
て
坐
.產E

恭
ら
な
い
社
#
的
重
要
性
を
持
^

經
濟
摩
象
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

交
俠
と
分
業
と
は
何
れ
が
先
<
發
住
し
吮
も
の
で
あ
る
か
は
學
者
の
說
を
異
に
す
る
.°
封
鎖
的
家
内
經
濟
に
お
い
て
も
簡
單
な
分
業 

.は
勿
論
存
し
た
こ
と
で
あ
ら
ぅ
。
见
女
、
老
幼
の
、間
に
お
•い
て
は
或
る
程
度
の
分
業
が
行
は
れ
，た
で
、あ
ら
ぅ
。
し
か
し
な
：が
ら
そ
れ
は 

.同.，一

經
濟
單
恹
内
で
營
ま
れ
た
萆
純
愈
分
業
で
あ
っ
て
勿
論
社
會
的
意
義
^
お
け
る
分
業
で
は
な
か
っ
た
。
で
れ
に
對
し
て
.交
換
と
：：
 

:

去
ふ
.事
實
は
原
始
的
な
形
態
に
お
い
て
.は
旣
に
か
人
る
時
代
に
聆
い
て
も
ノ
他
の
家
族
と
の
.間
に
偶
發
的
に
は
行
は
.れ
て
ゐ
た
も
の
と
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へ

ら

れ

；

。

こ

.の
意

味

に

お

い

て

ば

交

換

，は

社

#

的

分

業

に

，先

穴

っ

た

と

一

产

へ

.
る

。

し

か

し

嗛

が

ち

交

換

が

人

間

の

生

活

の

恒

常

的
 

'
.要

素

と

な

る

に

至

っ

4

の

'は
少

く

と

も

、

，分

業

が

社

釔

構

成

の

基

調

と

な

つ

て

か

ら

の

こ

と

で

あ

る

。

經

濟

社

會

が

分

*

を

基

調

と

し
 

:*
t
r構

成

せ

ら

れ

る

や

、

各

經

濟

單

位

は

各

異

な

る

職

業

に

從

事

し

、

各

，自

の

經

濟

活

動

は

自

己

の

欲

望

を

充

足

す

る

た

め

で

は

な

く

、

•
 

• '
 . 

く.. 

. 

: 

' 
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^

主

と

し

て

他

人

の

欲

望

お

充

足

す

る

た

め

に

行

は

れ

，

K

o
自

己

の

欲

望

の

充

足

は

大

、部

分

他

人

の

經

濟

活

動

に

依

存

す

る

：乙

と

に

な

る

。 

,
:
:
か

<:
て

裳

の

生

產

に

從

事

す

る

者

と

、

こ

れ

を

消

^

す

る

者

と

は

別

個

，の

,.
A

格

と

尨

&

、

別

個

の

經

濟

単

位

を

龄

成

す

る

o

卽

ち

生
 

.產
者

と

，消

費

者

と

は

別

僩

.の
人

格

に

お

い

て

營

ま

れ

る

こ

と

に

な

る

‘。
，こ

の

結

见

は

必

然

时

に

財

«

が

.%

.
の
'坐

產

者

ょ

:4
)
消

費

者

へ

人

. 

格

的

^

移

動

す

る

こ

と

を

必

耍

な

ら

し

め

る

9/
し

か

し

て

私

有

財

鹿

制

の

確

‘立
に
ょ
つ
て
か
る
社
會
的
分
業

.に

靡

す

る

財

貨

の

•人

格

へ 

.的

'移
動

に

は

必

ず

給

付

&

:
す

.る

识

對

：給

付

が

.隨

伴

.す

る

ヒ

と

に

な

る

。

卽

ち

引

渡

さ

れ

た

る

財

貨

に

對

し

て

は

そ

0
對

慎

が

支

»

は 

れ

ね

ば

な

ら

な

い

9

か

く

の

如

き

財

貨

が

人

格

的

移

動

の

形

式

が

卽

ち

交

換

で

ぁ

る

。

今

咐

か

、交

換

难

式

に

お

.い
：.て

は

通

常

對

價

故

し

.
• 

• 

-
V 

.

.

.

. 

. 

' 
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.
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.
1
.
. 

,
,

.

.
て

家
狒
.は

れ

る

も

の

.は

貨

幣

，セ

.あ
る

か

ら

、

財

貨

h
貨

幣

と

が

正

に

反

對

の

方

间

る

。

し

か

し

.て

汾

業

を

某

調

と

す

る

經

濟

. 

社

會

は

‘

/ V
刀

.業

O '
結

集

が

再

び

集

化

(
y
e
^
i
n
i
g
e
n

〕

せ

ら

れ

る

と

と

に

ょ

つ

て

始

め

て

そ

の

貝

的

を

達

す

、

ヒ

4

が
：.出

來

る

o

卽

ち

經
 

.濟
社

會

は

分

^

J

集

北

(

^ -
ヴe

i
t
s
t
e
i
i
u
n
g
^
n
d
A
r
b
e
i
t
s
v
e
;
r
e
i

3 .
oo§

5

に

よ

つ

て

經

濟

の

行

は

か

る

肌

ち

あ

る

と

一

本

は

れ

.る
の
：は

j
U

の
意
味
で
あ
る
。
ん
か
し
て
こ
の
社
會
的
分
業
に
お
サ
る
分
業
^
集
化
の
手
段
こ
そ
は
交
換
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
.
.が
-
^
る 

社
會
を
わ
，れ
わ
れ
は
交
換
經
濟
社
會
と
呼
び
得
る
の
で
、あ
る
。

‘ 

，

\

交

換

經

，濟

妣
#.
に
_
•お
い
て
は
か
く
の
如
く
生
靡
#
と
消
赀
者
と
が
人
格
的
に
隔
離
せ
ら
れ
る
に
至
る
.が
、
こ

の
生
^
者

と

消'«
者

と 

の
隔
離
を
學
苕
は
經
濟
的
隔
離
9
§
|
泞

.oistance 〕

と
，呼
ん
で
ゐ
る
o
,經
濟
的
隔
儺
と
は
財
貨
の
生
産
‘と
消

費

と

翁

個

の

备

、 

別個，
於
練
濟
舉
位
營
ギ
れ
、
へ

_
者
が
所
有
權
：的
；に
1
場
肌
的
^
い
睡
.間
的
'
:に
^ ̂

ft
:
如
取
て
：ゐ
; ^

:

:

匕

な

を

意

，
味
.す
る
。
.
'妩
貨
疗
觀
書
的
歐
離
ザ
は
柒
€

:者
拉
自
己
吹
#
趦
物
が
何
翁
の
»-
;^
に
^
ル
、ハ
如
.何
，な
：る
1:
に
穸
い
^

:物
資
.垆
佩
處
：の
：_
人
：に
.が

生

,
或
は
供
糧
欽
柞
各
'か
-̂
知
^:
な
^:
れ

ぜ

軋

.が

.隔
離
せ
‘ら
れ
て
ゐ
る
て
•と
を
意
味
す
る
。
-

.

■ ...
 

- 

- 

:

、

.
' 

.

社
會
的
分
業
と
私
有
财

k

制
と
を
茶
調
と
す
る
交
衡
經
濟
社
會
に
.

お
い
•

て
は
、
こ
の
經
濟
的
隔
離
を
除
去
し
、
生
產
者
と
消
費
者
と 

.

を
財
貨
を
通
し
て
人
格
的
、
社
#

的
に
■

連
絡
し
な
い
限
り
は
經
濟
生
活
，の
目
.
'的
を
奮
す
^

之
と
が
出
来
な
い
。ン
か
、
'

る
經
W

的
隔
離
を
，

' 

除
法
し
、
財
貨
の
人
格
的
移
励
C

I

0?
P

^ '
S

O

运
?.
•

o
u

t
e

r
-

l
i

b
e

r
t

r
a

g
u

n
g

)

を
實
現
す
る
作
用
を
わ
れ
わ
れ
は
配
、給
機
锻

X
M

.
a

r
k

e
t

i
l

l
r

 

F
u

n
c

t
i

o
n

,

砍
!

'

浚
：の_

お
本
。；；_

給
機
能
甿
ぜ
杈
»

現
せ
ら
雜
务
こ

(6
;

:財
駕
か
：入
務
眼
移
動
.

な
.

る
社
會
經
濟
的
_

象

：
を

极

へ

、
て

單

に
 

g

給(
M

a
r

k
e

t
i

n
g

)

と

名

付

け
.

る
の
で
あ
.

る
。
か
く
-1
.

て
交
換
を
實
現
す
る
も
の
が
配
^

で
あ
る
と
云
ひ
得
る
の
_

で
あ
る
.

6>

''
:
 

財
貨
咖
そ
の
欣
初
.

の
生
嵛
者
か
，ら
終
局
の
消
费
者
に
到
る
ま
で
、
轉
t
 

A

人
格
的
に
移
歟
ず
る
社
# '

過
程
は
、
財
貨
を
中
.

心
と
し
て
, 

み
る
と
き
-

*

ヒ
れ
を
•一
 

つ
の
■

組
織
と
考
へ
る
こ
と
が
出
來
穸
。
組
織
の
I

念
は
金
體
を
構
成
す
る
個
^
-'

か
、
相
7/
:

に
苷
機
§
な
關
係
に
. 

お
い
て
あ
る
と
と
を
必
要
と
す
る
。
財
貨
が
七
の
最
初
の
坐
谛
者
加
ら
終
局
-

の.
消
费
者
に
ま
で
到
る
金
過
辟
は
、.
そ
の
中
.
‘の
如
何
な
芩
，

' 

*
- 

\ 

'

■

..'
' 
......
 

’
'

,•
•
•
' .■.
.
 

- 

'. .
.
' , ...■,
 

f
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.

.

*-
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'
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.

.

.

.

.

.
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•

配
给
槪
念
: ^

商
業
.

の
本
質
-

.

,
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-

た.
.

-

■
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ニ
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〇
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配
耠
槪 
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業
の
本
質
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•
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3.0
.

 

.
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-
C
I
O
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九 0
〕

/1
部
分
を
缺
い
て
も
、
ぞ
の
‘終
局
の
目
的
を
達
す
，る
こ
と
が
出
-来

な

い

。

各

，過

程

は

夫

.々
必
要
な
る
部
分
と
し
て
’、
金
過
程
を
構
成
し 

て
ゐ
る
の
で
あ
る
、。
卽
ち
財
'貨
が
生
產
者
ょ
り
消
費
#/
へ
a'
格
的
に
移
動
す
る
金
社
會
過
程
は
、
財
貨
を
中
心
と
し
て
考
へ
る
場
合
、

»*
.
-广- 

-
‘ 

.
- 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.
•
.

••
. 

. 

- 

• 

.

.

. 

-

-
■
 

■ 

* 

• 

. 

.

.

.

. 

• 

■ 

V 

. 

> 

.

こ
れ
を
6£
瞼
組
織
と
呼
び
得
る
の
で
あ
る
。(

1)

'

、
.

財
貨
が
生
鹿
者
か
ら
消
費
者
へ
社
會
的
、
人
格
的
移
動
を
な
す
場̂

に
、

生

齑

者

と

消

費

者

と

が

直

接

，に

接

觸

す

•る

場

合

と

•、
兩

教 

〕
.

の
柄
_
仏
多
_
办
»
歡
活
斷
^
齡
袁
_
る
續
^
の
_
關
_

'
け
る
配
給
は
^
者
で
あ
つ
.て
、
今
日
の
'市
磁
經
濟
社
會
.に
お
け
る
配
給
は
後
者
で
あ
る
。
市
場
經
濟
社
會
に
お
い
.て
は
、生
靡
者
は
特
定 

.

の
^
費

者

，の

た

め

に

注

文

1
ょ
つ
^,
生
齑
を
行
ふ
^
,の
で
は
な
い
。
.廣
く
，胜
會
的
_
耍
を
豫
測
し
て
坐
能
を
行
ふ
も
の
で
.あ
る
か
ら
、

.

.

 

坐
鹿
者
，と
消
費
者
と
の
直
接
的
な
連
絡
は
金
く
遮
斷
せ
b
れ
て
ゐ
る
。(

そ
れ
は
金
く
坐
靡
企
業
家
の
見
越
•
卽
ち
生
齑
企
鶉
に
甚
い
て 

先
產
.が
行
は
れ
る
の
，で
あ
る
。■
他
方
消
费
者
‘

^
ま

た

自

、
ら
M
費
十
ベ
.き
財
貨
の
-坐
峦
に
關
し
て
何
等
.知
る
と
こ
ろ
が
.&
い
の
で
あ
^0 

/
工
業
製
品
で
あ
る
朱
版
必
需
物
資
に
つ
い
て
み
，る
も
、
今
日
り
エ
業
生
ま
の
特
徵
ば
大
規
禊
經
營
と
し
て
營
ま
れ
る
も
と
で
あ
る
。

大
.現
模
經
煢
ぼ
敁
術
的
に
は
、
.分
業
の
#
達
を
齎
ら
しr
作
業
の
單
純
化
、
，機
械
化
を
意
味
す
る
も
.の
.セ
表
ク
て
、
へ
製
品
.に
*
い
.て
同
h 

、
秫
、
同
，

N
質
の
も
.の
を
大
衆
に
坐
菝
す
る
こ
と
で
あ
る
'
し
が
る
に
製
品
の
消
費
の
方
面
^
つ
い
て
み
る
と
、
消
費
の
.單
位
は
依 

,
然
と
し
て
數
人
の
家
族
取
忙
で
あ
為
個
人
坐
恨
に
お
け
る
趣
味
、
嗜
好
は
.文
化
の
發
達
と
共
に
鉻
々
多
暫
、
複
雜
化
；ず
る
傾
同
に
あ 

る
，。
從
て
終
，局
，に
お
け
る
沿
費
單
位
量
は
益
々
，細
分
化
す
'る
こ
と
に
な
る
。
こ」

に
お
-い
て
.犬

量̂
產

者

は

極

め

、
て

廣

範

圍

に

苴

.
つ
ヤ

5
 

I
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.
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.
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.
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;
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!

製

品

の«
貴

市

場

を

求

め

な

け

、
れ

ば

な

ら

な

い

;-
'0

1'坐
^
者
办
製
品
が
全
國
ま
た
ほ
海
外
に
ま
文
及
其
そ
^
販
賣
沛
場
を
有
す
态

.
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.
 

V 

- 

/ 

.
 

- ■

 
.

 

*

 
•
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.

 

.

—

へ
.

.

.

:

は
、
•今
1
!
:
.
決
し
て
珍
?>
'
-し
い
.と
：，と
で
^
な

-
い0
か
く
て
生
產
者
は
も
は
や
、
直
接
自
ら
の
，製
品
に
對
す
る
終
^
の
.消
費
者
を
認
知
す
る 

:
t
と
は
不
可
能
と
な
り
、
消
費
者
も
ま
た
、
か
ち
の
欲
す
る
物
赘
灿
、
何
處
P
坐
產
苕
に
よ
つ
て
供
：給
せ
ら
れ
を
か
を
發
見
す
る
こ
と

•
が
出
来
な
ぐ
な
つ
た
の
で
.あ
る
。
ま
た
農
'產
物
.た
み
穀
物
や
、
生
餘
.食
料
品
の
'如
くV

大
規
模
經
營
の
卞
ゆ
犬
潰
生
菝
せ
ら
れ
な
い
物 

'

ー：資

に0 ,

い
セ
：も
、

」

^

廣

と

说

費

办

直

凝

的

激

終

は

^

&

0 :

社
:#

で

ぼ«

4

で
_

難 

然
カ
に
支
配
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ち
パ
そ
.の
生
產
は
斷
續
的
で
ネ
り
-
ま
た
分
散
的
に
小
經
營
.で
.齋
免
れ
る
/'
0

じ

れ
|:
;

大

エ

業

の 

.
原
料
と
し
て
、
用
ふ
る
場
合
は
、
同
一
品
質
の
も
の
を
犬
;1
:
犯
廣
<
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
.な
.い
。
ぎ
た
そ
の
4 ;
.̂
^

る

食

料

物

資

に

つ

い

て

み

て

も

、

消

馨

は

一

日

ど

雖

も

.こ

' ^
-5
:
卿

い

て

は

冼

活

す

る

.こ
と

が

^ ,
來

な

い

;0
!'
'
:そ

：の

，上

今

日

商

11
:
:業

を

^ - 

心

と

す

る

大

都

會

の

發

達

ば

、
..，食

料

消

費

人

口

.の

.

M
.

大

：氧

密

集

坐

：活

を

窗

あ

し

た

。
.
で

-
^
に

お

い

て

食

料

物

资

た

る

農

產

物

に

お

い

て
 

.
も

ま

た

フ

小

敖

ど

集

め

て

大

量

と

な

し

、

こ

れ

を

大

都

.沛
に

.運

ん

で

| ?
:
ぴ

分

割

し

て

終

亂

の

.消

費

# :
に

分

配

.し

.な

げ

^

^

な

ぢ

な

い

;0

: 

か

く

し

て

生

齡

奢

ど

消

贤

箸

と

の

間

に

へ

ば

*

こ

の

m

豸

間

の

.經
濟

的

隔

離

を

•除

去

し

て

、

そ

の

，趣

絡

適

€

呔

か

る

べ

，
き

リ

多

數

の
 

.奪

門

的

配

篇

亂

セ

％

要

：ぜ

ず

:̂
霉

給

觀

關

嚴

給

物

資

«

び

配

輪

過

程

：の

相

巍

に

ょ

.
^
て

ま
た
そ
の
企
業
形
態
に
お
い
て
も
樋
々
で
あ
る
。
t
が
し
な
が
石
、處
撕
機
關
が
獅
何
な
名
經
徵
敗
傲
及
饫
企
業
形
態
を
ぎ
る
に
し
て 

も

*I

つ
の
配
給
肌
.織
を
構
4
す
る
た
め
に
过
、
各
献
給
機
關
呔
全
顧
と
办
有
紙
的
關
係
の
下
に
あ
い
て
，、
配
給
過
程
，に
お
.：け
，
名

各

.そ 

.

.の
尊
門
的
機
能
を
擗
當
し
て
ゐ
る
の
で
.あ
る
。
か
ぐ
の
鲥
き
全
配
給
機
關
.の
有
機
的
機
_
を
わ
，れ
わ
れ
は
配
給
機
_
と
呼
ぶ
，
の
.で
あ 

"

る
？
.，

(

2〕 

. 

> 

. 

■ 

■ 

t 
.
 

/ 

:
、
 

■ 

-

.

•

.配
給
は
以
上
述
べ
た
如
く
、
■財
貨
が
法
.糜
敎
か
ら
消
费
者
へ
:A
格
的
ゝ
に
移
1|
1
す
る
社
會
經
濟
«
攀
で
.あ
る
0
_そ
れ
.は
自
由
主
義
^
濟 

•

の
下
で
はM

接
；

p:

人
の
意
思
に
甚
く
も
の
•で
も
な
く
、
配
給
锵
當
者
た
る
多
數
の
配
給
經
營
の
意
思
.的
瓶
動
の
綜
合
的
結
果
ど
.し
'て
自 

然
發
银
的
な
社
舞
經
濟
現
象
と
し
て
現
は
れ
1

統
■

•M
濟
蒞
し
く
は
i

.經
濟
の
下
で
は 
>
 

社
會
意
思
若
し
:<
:;比
.
家
意
風
に
基
く
經
. 

.

濟
事
靡
で
あ
る
。
し
か
し
て
社
噏
獾
濟
事
.象
た
名
配
給
と
、
配
給
活
動
の
主
體
た
♦
配
給
經
營
ま
：だ
成
商
.
#
は̂

區

別

レ

て

概

念

，
せ
.ね 

配

耠

槪

念

v

商

滎

の

本

質•
'>

.

:

、

. 

，

ー
ー
ー
ブ
？
2

0
九1

〕

；

I t

i

n
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レ
\

ン

' 

‘ 

i槪
f

蠶
の
本貧

：，
V
’ 

ヨ
ー
一
.

(
1
0

九
一I)

^ :
が
^

C

■

■

総
麻
齋
s

_

»

■

■

觀
_

_

觀
»

ム
的
氣
興
の
* -
.配
め

: ^
' ^

撕
参
^ ;

^
^
^

:;

焉
1
_

動
说
瓶
麗
味
酤
.

_

_

營
«

8 :
:
贫

ぁ

薩
"

ン
酣̂

^

办
_

歓

：碗

'?
5
養
彻
此
：: »

赞

:̂配

.

費
者
ぺ
社
命
-

的
に
移
動
す
る
全
配
給
經
路
を
、
M -

貨
を
中
心
と
し
び

V

•

れ
を
マ
つ
の
組
織
と
し
て
み
た
場
合
の
概
念
で
あ
る
か
ら〔

卽 

,

-1
>

:

歌
^ :
^ >

び̂

歡
組
^ :

^

云
い̂

鐵

％

ゆ

社

會

雜

澈

的

酿

歲

で

.

 

ウ
ぃ
て
I

同

樣

で.ぁ
'

配
給
と
い
命
語
が
、
.わ
が
國
‘に
お
い
，

V

•
右Q

如
き
社
會
經
濟
的
用
語
上
し
て
用
ひ
.ら
‘れ：

る
や
ぅ
'

S
づ
た
の
は
、
餘
甚
い
こ
と

配
铪
與J

■と
い
^ '

ー
ー
ロ
葉
.か

ら

^

來
し
た
略
語
で
，ぁ
‘キ
と
い
は
れ
，て
ゐ
る
0
配
給
の
用
語
が
始
め
て
公
式
の
文
#

に
用
ひ
ら
れ
た
の
は
、
 ̂

正
六
ネ
に
設
け
ら
れ
た
經
濟
調
赉
委
員
#.
(0
.ま
莶
報
带
齋
で
ぁ
る
と
い
は
外
る
~'
郎
ち
同
報
吿
の
中
に
は
、「

求
の
落
を
圆
滑
な
ら
し 

む」

、「

國
家
又
は
公
共
團
體
.に
於
て
米
其
ー
6
他
^

要
食
糧
品
灯
配
給
を
潙
す
い
、
，

「

配
給
の
狀
態」

、「

配
給
組
織
の
改
善
策」

，等
の
用
例
を
.

-

散
見
す
る
。
X
3〕

ま
た
學
術
.論
文
に
於
て
配
給
の
次
字
を
右
の
如
き
-^
味
に
最
初
、に
用
ひ
ふ
れ
た
の
は
，大
芷
七
年
五
月
に
發
表
せ
ら
れ

^
芦
.田
博
■志

|

論
文
1

用
：品
难
場
.ー
攝
^

^

右
の
如
ぐ
.配
給
用
語
の
歷
史
が
新
ら
し
い
と
^

ふ
こ
と
は
、
•決
し
て
配
給
と
い
ふ
社
會
經
濟
事
象
，の
發
生
、
ま
た
は
ぞ
の
硏|

九
の
歷
ノ 

:

史
が
新
^.
し
い
ん
い
ふ
こ
と
忙
は
な
ら
な
，い
。
‘配
給
な
る
|1
:
-會
經
濟
事
象
の
發
生
は
、
睞
に
も
述
ベ
た
如
く
、
‘，交
換
經
濟
_
m
#の
.確
立
.

'へ
き
,

が

懲

.

が̂
1>
;

&:
.着

配

給

»
濟
が
社
#

的
^

重

：豐

る

：
意

義
^

有

す
'^
祀

.立
尊
門
の
_
;配
給
機
關
た
る
觀
業
が
、
蒸
要
な
社
會
經
濟
的
役
軌
を
演
冲
る
や
ぅ
に
な
づ
て
.か
ら
の
こ
と
で
ぁ
る
。
特
に
.資
本
主
義
生
產 

ゼ
*

呢
パ
過
剩
生
.乾
恐
11
'
^
^
ぼ
^ '
:

る
時
期
^

私
^

^
,>
&

給
§
^

«-
_

廣
耀
濟
上
0

#

課̂
題
ど
：な
つ
た
觀
が
あ
る

o 
.配
給
*
濟
の

~ 

.研
究
が
、

の
■

業
釔
冲
心
也
'

私
^

§

■
究
か
?>
•

?
册
會
應
濟
的
見
_

か
ら
.の
配
給
德
濟
.硏
究」

へ
發
展
，|
た
の)

もM
:

の
：時
期 

.
:
,に
お
い
.奄

あ

苓

0
丨
配
給
&

务
用
寶
の
齄
生
：普
及
も
ま
ギ
-
匕
れ
^
 

.

.
へ
：

'

:

.セ
'.
^

國

に

お

い

：
て

酤

給

尨

る

塵

I
め
：：

普

及

拭

前
.

に
•

一

て

片.
，
g

,
,せ
ら
.作
て
：
.ゐ
だ
。
そ
れ
.は
_
'>
し
て
私
經
濟
的
な
、
經
濟
技
術
的
％
研
靡
に
虫
.ま
%
て
：
ゐ

た

？

わ

が

國

の

配

給

の

文

：字

ぱ

ー

'般
1
外
國 

.
^
の
-

皆̂

-;
5-
叫
ソ
の.譯
語
4
し
て
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
外
國
に
;>
け
石
系
皆
穿
的
.
.の^
語
も
決
^
て
古
い
も
の
で
は
^
ハ
。
ま
だ 

ベ
'今
日
，

Marketing
.

.の
文
麥
を

.

以
ズ
、
乙
の
學
問
の
*
適
敗
語
-

^

へ̂
：ら
れ
ヤ
ゐ
な
い
'ら
し
い
..'
;
:

0

.し
か
し
他
に
1
適
語
：の
發
見
せ
ら
れ 

.な
い
_

":
>
と
れ
が
一
般
用
語
と
し
て
用
‘ひ
.ら
れ
て
ゐ
1
。
わ
が
國
で
比
配
給
の
類
語
と
し
て
;;
:
'

「

取
引
ト「

流
通
^-
の
.文
字
が
あ
る
0
取 

^
は
意
思
的
泡
爲
で
：茗

.弋
_
廢
谶
濟
«
用
語
ザ
於
る
：が
、.ハ
喝
通
：は

痕

會

經

_
的

瓦
^
^

於

け

る

財
.'
«

の
僅
會
的
ノ
，人
格
购
移
動
の
：用
語
と
ル
て
最
適
と
は
思
は
：れ
^

い
:'
<
>し
か
し
今
日̂
^̂
^̂

.
社
會
的
义
袼
例
淡
動
^

'主

，と
：；し

て
_

: «
の
：統»
氣

歡
'^
基
^/
.で
.行
^;
办

：て.ゐ

る

办̂ 

ヾ■ 

:考

へ
'^
れ

：て

ゐ

る

：
。

^
か
し
意
思
的
概
命
加
否
：か
.ゅ
配
故
概
愈
(0
.
'本
霞
史
^-
定
す
&
も

§

;

'
-.
-

'

•

;

> 

,

へ 

..' 

•財
貨
の
人
格
が
移
!/(

G
u
t
e
r
v
e
h
r
a
g
u
n
g
)

を
表
は
す
外
國
語
は
鄕
逸
語
の
、versllmg-, Gutervertei.lungv

'oiiteryermittelu 

ng, z
l
r
k
t
l
o
n

 der G
u
t
e
r

が
あ
カ
、
私
經
^
的
用
語
と
し
てH

a
n
d
e
l
,

が
あ
る
o
' Han.d

/n> 】s
o
r
l
i
z
a
t
i
§

は
商
業
機
構
に
該
當
* 

，す
る
。
英
語
で
は 

C
o
m
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等
種
々
.の

文

字

が

用

ひ

ら

れ

る

が

、

今
：：；！

で

は

一

般

的

亿

は
'.
.
^
£ハ&
渴

の

.文
字
に
統一

.せ

.ら
れ
て
な
る
0
舉

疋
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:

5
 ̂

ヴ
|

0是
け
で
は
經
濟
學
上
め
用
語
と
混
‘同
ぜ
ら
れ
る
處
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あ
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M
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業
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命
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コ
ー
四

(

一
O
-A
i
s

財
貨
の
生
產
笤
生
り
消
費
者
‘へ
の
移
働
を
.观
進
せ
人
と
す
る
#
味
2

に
お
い
て
、羅

的

で

着

.°
こ

の

意

味

に

お

.
い

て

.

n

a

g
 

の
意
味
の
1
'部
を
表
は
す
に
過
ぎ
な
如
と
扠
さ
れ
て
ゐ
る
。 

.

(
1〕
尚
I
鹿
松
博
士
著
邴
铪
市
場
組
織
、

'
1
1
七
茛
1
1八
1
\ ,
.

• 

:

o

 V

こ
の
意
味
に
お
け
る
配
給
機
構
ミ
铜
給
組
織
1£
を
^
ー̂

解
す
る
舉
卷
あ
る
。
'例
ハ
ば
谷
ロ
*

^

#土

.̂
:
酣
給
|1
鈴
諭
*ー|ソ
^
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.
,
c
3
i
:
.

向
.并
鹿
板
博
霧
酿
給
沛
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.■.
現
ft
の
社
.會Q

經
濟
的
恃
性
は
、
分
業
を
蕋
調
と
し
て
ゐ
る
.こ
と
，で
あ
.る
し
か
る
。
.に
分
業
社
會
は
/單
に
分
業
の
，.み
あ
以
.て
、
.そ
の 

I t
# .

目
的
を
達
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
必
ず
や
集
化
食
豈
賓e

l
i

g
l

の
作
用
を
啟
要
と
け
る
こ
と

は
旣
に
述
べ
た
通

り

P

 

.

.t>

.る
b
':
こ
.の
.分
ー
讓
社
#
に
お
け
を
集
化
の
作
用
こ
そ
ゎ
れ
ゎ
れ
が
配
給
ま
た
は
铌
说
观
能
と
呼
ふ
'
:で
ゐ
る
と
こ
.ろ
の
も
め
^
1あ

る

.0
卽 

ち
配
給
は
今
日
の
輕
濟
社
會
に
お
い
ぐ
は
不
S

の
要
素
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
作
用
に
ょ
つ
て
始
め
ズ
今
日
の
社
瀹
は
批
會
^
濟
組
織 

と
呼
；ば
れ
得
ん
の
：.で
'あ
.る
0
:社

^

し

ゐ

し

て

消

費

經

濟

 

‘

m.
位
は
ま
た
.必
•
ゃ
V
:何
等
款
苁
法
：に

扣

藝

->

■: 
く
し
L

經
濟
は
社
氮
分
_

卞

象

：ぶ

け

的

^
靈

人

祆

消

贅

^
的
と
し
て
營
ま
が
る
o
こ
の
夫
々
%
遽

的

_

為

.

.

.

.

.

.
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.

.
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•
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1,
東
連
潞
調
嘗
せ
し
:»
ク
^ -
^

こ
れ
を
終
_

_
消
费
.に
ま
：で
蓮
絡
1>
:

ズ
^
^
^

あ

る

タ

今

，日
へ
の
分
業
社

'#
に
^
淑
茗
配
灕
の
^
我
は
、ド
it
：
會
め
：不
況
缺
的
耍
素
と

.坐
_

に
：劣
.る
-1
>
の
で
は
な
い
。

へ
.
-.
,'

■ 

. 

-

S.

、
.

：
 

.

,

c

v虞
.お
い
て
澤
者
の
沐
に
^

*

給
■
社
翁
經
與
的
重
要
性̂

說
明
せ
ん

.と

し

て

、

«
給
も
ま
た
廣
い
意
味
の
生
產
で
あ
る
と
主 

.張
す
る
。
-.
.卽
.ぢ
生
岽
枕
牀
貨
の
效
用
を
赋
與
す
る
.も
の
で
み
る
が
、
財
貨
の
效
用
は
形
質
の
變
北
、
場
敗
的
及
び
時
間
的

調

節

に

ょ
り

 

賦
與
せ
ふ
*

セ
ぺ
し
か
し
.て
：僅

瓜

猶

募

變

化

德

4
;る
;:
?
:々

味
撕
義
：糧
產
に
屬
^ '̂

場
脒
的
及
び
時
間
的
調
節
は
こ
V
に
配
給 

'
と
身
ぶ
も
セ
に
該
當
ず
る
0
配
輪
社
財
貨
杧
何
.

形
質
_

化

を

與

公
..も
の
で
.は
な
い
。
狹
^

:埸

所

供

き

通

_
者

嘗

霸

、.
■
.
と
.還

の

；喰

違

寒

歡

C

そ
i

里

る
。
：從
.-t
麂
義
'の
生
產
で
あ
る
と 

S

®

-
 

- 

■

I:
'

':
'

. 

..

.
*

■-
:
.
 

.
■
'
,
/
:

,

,
'省

ゎ

れ

讨

右

議

く

配

麗

繁

秦

濟

量

遲

疆

■

亦
、
'否
か
の
議
論
を
；餘

か

重

置
.し
'&
.
ぃ
>°
配
給
ぬ
it
會
的
不
可 

缺

性

は

明
: #
に
、
#

麋
に
劣
_

,
い
:«
看
的
；篇
耍
性
--
?
:配
赞
の
地
位
に
與
.へ
；
て
：
ゐ
：
ゲ

こ

と

を

# :
ず

れ

ば

黾

, •

:•

:し

か

し

ま

ら

配

靈

坐

產

並

紫
_

に

對

擔

, p
係
に
^
.深

I

-.
M

的
■

過

，

に';
#

響
：

K

る
9 
.

(

1.
:'
:

^

か
も
.

：ネ
遍
連
秦
わ
通
靡
.

忙
對
ず
^

^

;費

'±
!'
'
1
)
:
輕
ホ
ら
'1
>
め
る
こ
と
に
.は
な
ら
な
い
。
發
生
史
的
に
は
织
齋
並
熔
黑
費
の
經
濟
は
‘、配
^

の
經
濟
_
瓶

だ
. 0

:
.だ

も

.の

で

.あ

0-
'
-て
、

； 

ぶ
產
纖
■
邊
經
调
の
發
灌
が
，眉
署
經
濟
■

患
せ
清
'乘

、
前
者
の
^
進

*

の
:«
_

缺
け
诚
_

並
.に
消
满
辉
濟
，0 -
-
雾
は
停
止
先
る
。
配

 ̂

ぞ
の
不
«r
缺
性
に
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配
給
の
社
會
_經
濟
的
地
位
‘は
以
上
の
如
き
、も
の
.で
あ
る
と
す
4
^'
ら
ば
、
配
撕
は
生
康
者
と
生
逛
者
、
ま
た
は
坐
糜
苕
消
費
者
.と 

.
3 

^

程
と
し
て
、
' 如
何
^

る
社
#

的
機
能
を
^ 1

た
す
も
の
で
あ

ら

ぅ

かU
坐
^

者
と
，消
费
者
と
は
先
ク
拔
所
的
に
時
間
，的
に
‘隔
離

x(

。
•足
て
^
|處
^

と
消
费
容
と
の
間
の
場
所
的
距
離
は
著
し
く
激
く
な
る
か
ち
、
.こ
れ
を
場
所
的
.に
連
絡
す
る
運
送
の
機
能
が
* ^
要 

パ
が
f>
る
。
^

と
消
實
P

は
^

間的に
路

^

夺
勺
、‘
趱
續
ぎ
の
財
K

も
あ
れ
ば
、
そ
の
反
對
の
^

の
^

あ
る
。
そ
れ
は
農
鹿
物
に
も
エ
業
製
品
の
場
合
に
も
あ
る
の
ヤ
あ
る
0

今
日
/ 

の
坐
產
ど
消
費
と
の
不
一
致
は
そ
れ
の
み
セ
は
な
い
。
.
財
贺
2

に
’お
い
て
も
質
に
^

い
て
' ^
^

>

ー

 

致
1

な
い
；
の
が
普.通
で
あ
る
0 

更
に
今
日
、の
私
有
露
制
度
の
下
-に
お
い
て
は
、
財
貨
の
所
有
.權
的
障
碍
を
除
去
せ
ね
故
な
.ら
^

_

ち

財

-«
の
#

有

環

移

轉-^
打 

は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
o 
,

最
後
に
以
上
の
配
給
，の
社
會
的
諸
機
能
が
染
た
さ
れ
る
た

め

に

は

、
..

■

こ

れ

に

先

導

，
て
^

&
者
と
消
費
者
と
'が

へ
：
献

貨

を

澉

レ

て

枏

« •
:

に

相

齡

る

を
.

藍

^

^ ;

揉
へ
ぁM

.
「

今
日
へ̂

を
因
的
に
大
董
の
坐
鹿
5:
-
な
す
こ
と
^.
珍
ら
し
い
こ
.と
，で
は
&
い
0
ま
た
大
都
市
に
お
け
る
密
集
|
3
|
大
人
^
の
集
，冲
的
大
量
消
费
( 7
>

た 

•

■-
め
に
は
、
全
齓
的
ま
た
鉍
世
界
的
撒
圍
に
お
け
る
生
產
者
如
ら
4
產
物
を
求
め
な
，け
ル
ば
な
名
な
;^
,<
3
か
\
义
場
：洽
生
'鹿
请
と
消
費
者
' 

:
'と
は
崖
楼
に
何
等
な
相
_
も
連
絡
^;
^-
り
：得
な
.ヤ

韻

^
財

货

林

•
ヒ
の
#1
'
念
_

な
隊
離
が
除
去
せ
.ら
れ
な
^ :
限
り
钺
、
前
I

の
^ .
術
的
連
絡
^
行
は
れ
る
こ
と
が
出
來
な
い
.の

で

あ

る

々

V

 

.

■'
.
.
の

如

く

坐

齡

者

ぶ

消

賢

者

と

の

.1
«
に

お

げ

务

^

^

め
'1
|
念

的

隔«
を

除

去

.
す

る

機

能

-:
^

>他
.の
.技̂

的
な
配
給
機
能
に
先
ん
じ
て
.

.

 ̂

 ̂

 ̂

®
 

^
 
そ
こ
^

忘
觀
念
的
.齋
歡
孤
能
；を

'I s
.綠

の

他

の

技

術

的

機

 

能
は
本
質
•的
糧
だ
に
行
ば
'る

氛

、
附
隨
的
受
動
的
•に
行
は
れ
る
か
ら
、

.し
れ
を
配
給
の
版
隨
的
猶
能
で
あ
，る
と
主
货
す
る
學
者
も

あ
る
。
ま

た

：配
者
概
念
$:
.以
，て
^

^
の
^

的
^
動
を
岢
石
努
働
の
經
過
：で
あ
.石
と
な
1.
;
;'
,右

わ

觀

念

的

：連

終

機
_

を

精

神

的

勞

働”に
.
 

\

よ

る

、■
.
あ

ね

、
：
技

：術

菊
1

肩

：肉

體

1
,

輯
に
：
よ
る
：

_

ら
：れ 

:
明f

 

.あ

遞

、# -
働

過

程.の
赦
後
；
篇

別

炎

覽
.：.；一:
.方

'5
:
^

'そ
れ
.は
.と
.̂
か
く
と
.し
_:て'以
^

の
如
き
配
着

.の

.諸

:.
fl
能
.敗
生
着
の
麗
雜
ど
.：は
區
別
せ
ら
る
べ
#
も
.の
.で
^,
.̂
、
し
.か
も
今
H 
■の
經
濟 

/ *
會
1
お
い
て
不
可
缺
的
に
:^
-#
—

|

:れ
权
ば
縣
ぢ
抵
猶
會
的
機
能
で
あ
る
と
.と
：は
袖

な
る
_

は
必
ず
々
刺
：<
か
0'
^

に
.ょ
り
、
，
.卽
ち
■
.
れ
か
；の
.，經
_

機
關
,̂
ょ

り

.

.

.
匕

れ

を

#

當
せ
ら
'公

.ば
な
‘
‘ら
'な
い
o
.こ
O'
配

.從
來
こ
の
^ -
會
的
に
-

可̂
著
囊
撕
機
撕
^

着
當
オ
る
^

の
-は
商
業
で
あ
^
と
せ 

.. 

'
的
^
環
機
關
で
あ
：0
た
；こ
と
沐
疑
龙
い
。
し
か
し
配
給
機
關
'の
：總

今

で

：が

商

業
,

つ
：た
め'で
.は

な

い

：
o
;商

業

以

外

に.種
々
，
な

配

給 

一
機
關
亦
存
准
し
' *
達
ん
つ
^•
あ
0
毫

^

'-
^
者
;»
營
め
配
給
經
嚴
ぜ
生
虛
者
ぎ
汝
皮
消
費
者
^
^

:
れ
.で
f

 

■

名
商
業
.の
：纂

の

■

ば
*

豐

ネ

：采

^
^

.
;に

: »
釋

す

.る
學

者

も

多

い

。
ぺ

3
.

〕

-
-こ
れ

に

傭

す

^

_
者

の

見

解

は

後

に

述

べ

.る
。

V

市
場
め
：節
圍
が
擴
大
し
、
こ
れ
に
應
ず
る
た
め
ヾ
の
生
1
技
術
の
進
步
に
よ
る
大
量
生
*

.
0發
達
难
に
近
世
大
都
市
：

§

發
*i

よ
る
密 

,
.
J怖
大
量
消
費
の
;ft
向
'ど
は
生
^

者
土
消
費
^

ど
め
社
會
的
距
^
を

益

ギ

大

.
^
?

^;
の

と

し

た'.
0
.と
：：、

に
お
：い

て

也

.產

者

と

消
^
^
と 

.

を
財
貨
を
通
じ
て
連
絡
オ
ペ
き
配
給
の
過
程
、〗

卽
ち
配
給
組
織
は
愈
々
長
大
、
複
雜
な
も
の
と
.な

つ

で

來

た

。

從

て

と

の

間

に

：お

い

.て 

留
給
機
能
を
響
す
ベ
脅
配
^

^
瞅
が
ノ
そ
の
說
に
.
4い
て
、
ぞ
の
種
類
に
お
い
て
•益
々
大
且
つ
複
雜
と
な
つ
て
來
た
こ
と
はc

晶
然
で 

あ
‘る
。
か
、
る
.配
給
組
織
、
配
給
機
糨
の
發
達
は
、
，そ
れ
が
生
鹿
組
織
及
.び
消
費
事
情
の
發
展
變
化
の
.結
果
と
し
て
窗
ら
さ
れ
た
こ
：と
.
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C
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九
八)

•
互
に
は
社
會
的
忆
夫
々
孤
立
し
て
行
は
れ
、

一
に
配
給
過
程
に
依
存
f
ざ
る
を
得
な
い
狀
態
に
た
ち
革
つ
た
の
で
あ
る
。
资
本
主
義
商 

業
の
高
度
な
發
達
を
遂
げ
た
第
一
次
t
界
大
戰
後
に
お
い
て
、’さ
ぅ
し
た
、狀
況
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
Q 

.

.

.

.

へ
萬
^ :

調s

漏

ぬ
■

v>
:

.

_

i

_

■

龙

狐

佩

ネ

^

"泥
と
し
て
の
■社
#

組
織
を
成
立
せ
し
め
る
力
に
は
ニ
つ
の
'種
類
が
あ
る
o'
一
 

つ
は
價
格
の
作
用
亿
ょ
る
も
の
で
，あ
つ
て
、
他
は
社
會
ま 

た
は
pi
家
.の
統
一
的
意
思
の
力
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
O
、飾
密
は
市
嚴
經
濟
蓊
し
ぐ
は
自
F1
I
經
濟
の
社
會
と
呼
ぶ
.も
め
で
、
後
莕
は
統
制
'」

:
.
v;'
-
'
.
-
rf
1
場
經
#

t'
叛
欣
：

經
錄
双
祖
,

於̂

%

て
；_

社
會
淹
'權
成
ず
备

淹
容
と
消
費
者
ど
の
叫
に
豫
め
‘何
等
の
漣
絡
は
^

く
、
生
齑
者
は
如
.何
^

る
種
類
の
財
貨
を
、
如
何
か
る
I

に
お
い
て
生
產
：

K

へ
き
が
，
.
 

を
決
定
す
る
に
當
て
、
.
一、に
'市
場

fi
l
lちft
會
的
賢
要
に
對
す
、'る
冃
ら
の
豫
測
に
甚
い
て
行
夂
の
で
あ
る
。
却
ち
見
越
牛
；̂

と
呼
ば
れ
を
.； 

,
所
以
..で
あ

，る
。

そ

れ

に
^-
枸
.ら

ず

需

艰

：と

供

給

と

'の
社
會
^
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濟
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弋
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の
.運
き

灰
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駕
芩
僙
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_

_謂
.卧
^

^
で

:¥
:
各
ヴ
»;
街
價
格
：は
身
要
各
供
給
^̂

ー
ー
说
る
：價

_

_

名

-0
;
食
_

&
自
由
«

乘
の〉

ぞ
^

;:
>
我

數

：
の
_

手
ゼ
多
數
权
 ̂

私
^ :
て
競
合
の
結
果
文
し
^
形
成
せ
ら
れ
る 

:
.
.
貞
裕
却
ち
..市
：場
實
柩
.
.で
を
^:
0
_
.
;
.
.

市
場
價
格
ぼ
，ま
^

:̂
'
.
'
.
#.
*

の
，_

別
經
：；^ ^
王 ̂

....
 

然
發
坐
的
に
形
成
せ
ら
れ
‘る
價
格
で
ぁ
る
'0
し
'か
•る
に
個
別
經
濟
主
體
の

自
主
的
經
濟
活
動
の
綜
合
的
結
见
と

し

て

形
減
せ
ら
れ
た
市

.ベ 

#

懷
m:
は
、‘
■

が
^;
:
藥

« :
別
緻
賸
姨

4

_
滿
裏

)

の
:«
'

の紀

_

_

务に：至

.る
^

^

:

は

，
こ

の

意

味

：
：ル

市

場

償

，袼

：が

逢

產

s

配

給

、̂

杂

顏

濟

生̂
^
^
^

，
を

得

る

の

は

A
J

の
價
格
八
作
麻
^

^
ら
な
い
。
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市

竭

價

格

の

形

故

者

对

脱

貨

：？

*:

給

者

：を

證
#

者

：で

乾

务

が

：、

'.
'
'
'
.
.

供

給

者

七^

を
通
叱
て
の
^
間
接
时
に
連
絡
せ
ら
れ
■る
こ
と
に
^'
つ
た
9
こ
X
,に
お
.い
满
場
價
格
な
る
も
•の
け
配
給
過
程
の
各
段
婧
に
お
'い
て
,
'
' 

:
#
の
座
階
餘
_に
_
メ
あ
養
,
;«
贫
赏
竽
侧
^

$競
.资
に
^

.»
)
':形
成
^ :

.
t
 

 ̂
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で
ぁ
^

.
こ
办
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合
擾
^

の
^

產
# .
と
^

局
0

«
費
者
と
'は
金
ぐ
遮
斷
せ
ら
れ
て
、
兩
者
間
の
財
貨
を
通
じ
.て
の
連
絡
は
一
に
配
一

'
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;|
&
織
;(
0
;_
成
案
た
る
酿
猜
關
办
活
：動
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、
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抝
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保
;0
^
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は
坐
：

_

及

ー

び

讀

費

養

：比
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ぐ
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勢
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ひ
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:V 
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自
；8
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、
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:

配
給
機
能
を
も
自
ら
の
手
で
行
か
ば
ふ
と
す
る
，に
莨
る
。
消
費̂

^

叉
協
同
組
合
を
結
成

1

_
て
■自
ら
の
•
手

で

配

給

を

行

な

は

ふ

と

す

•

る
。

、
-
.
.
>
.
.
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•
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-
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:

こ
れ
を
以
て
肥
人
は
商
業
の
衰
退
で
•あ
る
と
1.
.て
ゐ
石
が
、
同
時
軋
配
給
辉
濟
そ
の
も
の
•ま
，で
も
輕
視
し
や
ぅ
と
す
る
傾
向
の
あ
る
こ 

と
は
犬
な
る
誤
り
で
I

。
懷
I

成
力
•と
し
て
の
商
|

社
會
|

的
優
f

歷
史
的
所
產
で
あ
っ
て
、
こ
の
優
世
を
喪
含
と
に
ょ
，
 

I

商

襲

が

见

し

，
て

衰

滅

す

ベ

.き
も
の
で
あ
る
か
は
疑
問
の
布
す
，る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
^
こ
、
に
配
給
機
能
の
檐
當
齊
た
名
配
給
機
调 

と
配
給
機
能
そ
の
，も
れ
と
を
嚴
に
區
別
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
配
給
機
關
の
變
化
が
直
ち
に
配
給
機
镏
の
.衰
臧
ま
裊
は
喪
失
を
意
味
る

’ 

で
ば
な
；

S

こ
^
で
あ
る
：。紙
給
機
能
そ
の
も
の
(7
>
社
# ,
的
不
可
缺
牲
は
、
今
日
の
分
業
社
會
の
存
績
す
る
限
り
不
變
の
も
の
で
あ
っ
' 

て
■、
生

產

と

金

ん

：
で
，
配

給

の

社

#
的
重
要
性
沿
些
か
も
變
必
と
こ
ろ
は
‘な
い
。
問
題
は
配
給
經
營
形
歡
と
し
て
の
商
業
の
適
否
で
あ
る
。

::
;
'
:
;
1

制

霞

濟

故

社

嘗

廒

着

だ

ば

國

家

意

：思

_

;

_別
：1

主
_
の
*
響

恶

釔

歡

)

國

家
0.
_
忆
：華

い̂̂

で
あ
'る
。
.換
言
す
れ
ば
自
⑶
經
濟
け
下
で
は
個
別
經
濟
活
動
を
指
導
し
、-
‘社
會
經
濟
を
統
括
す
る
の
は
罾
格
の
作
用
で
あ
っ
た
が
、ぐ
統 

.制
經
濟
のi

s

で
は
國
家
意
思
が
價
格
に
代
っ
て
個
別
經
濟
の
活
動
を
指
導
し
、
社
#
經
濟
を
統
括
す
る
。
統
制
經
搞
の
下
で
も
價
格
は
：
 

”
_

ほ
#:
往
ず
紀
於
'>
價
格
玄
形
成
#

る

,|
'
-巧
株
個
：別
#

戴
菜
體
0.
自
-
£意
题
や
^

兢
维
惯
格
で̂

ぐ
し
て
意
思
的
統
制
價
枱
で
あ
る
。知
く
て
統

‘

制
經
濟
の̂

で
は
個
別
經
濟

'
主
亂
は
も
：^

の
形
成
力
で
は
な
い
、
 

#

て.

配
給

f

た
る
商
業
の
價
格
形
成
力
と
し
て

%

社
龠
的
優
队
は
勿
>
鎅
し

な

い
.0

し
か
し
な
於
ら
配
給
機
能
の
社
會
的

«

要
性
は

. 

少
し
ぶ
變
ら
荩
い
。
如
何
な
名
配
給
着
關 

>-

配
給
機
樺
をP,
て
.と
の

m

要

た

配

給

機

能

を

徽

當

、せ

し

め

る

か
t

問
題
で
あ
ス
:,
>

罾

制

經 

广
濟
：に

.

お
：い

V

も

如.

何

本

佘

理

滞

に
^

業

を

設

定

し

、

.：：と
：

れ
■

如

傅

把

凝

告
^
^
^

.
'

課̂
題
セ
が
务
乃
^
の
璩
复
ぎ
碜
で
紙
給
經
猶
位
憲
經
濟̂
ぶ
並
ん
で
.
# 

る
も
<0
,で
あ
る
0" 

:
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配
給
な
る
概
念
が
.財
貨
の
社
會
的
、认
格
的
移
動
5
經
吸
事
象
を
‘意
味
4
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
时
に
述
べ
た
所
.で
明
ら
か
セ
.あ
る
。 

、し
か
る
.に
配
給
'の
概
念
を
齓
つ
て
糚
々
の
類
似
概
念
が
液
在
し
•
>:
れ
等
の
概
扇
は
時
に
混
同
せ
ら
れ
て
ゐ
る
處
れ
が
あ
•る
か
ら
、

- 

應
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
ズ
.©
く
こ
と
が
配
給
^

を̂
明
確
な
ら
し
め
る
上
に
^
い
て
必
'要
で
あ
る
。
配
給
概
念
^
最
名
赞
通
に
混
同
せ
. 

•
れ
英
^

^

め
谕
：念
セ
：あ
名
:0
:廣
龙
跑
耠
に
知
枝
激
經
營
猶
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的
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龙
石

ね
ば
な
ら
な
い
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分

業

塵
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讀

戍

廣1

_

_括
0
''
:
:
:
>
:#
本

消
«:
を

除
_

^

技
術
的
»

織
士
し
て
'み
る
場
合
：
こ
れ
を
經
^

と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。，.卽
ち
經
營
は
分
業
に
よ
芯
生
齚
活
»

の
4

_

^

發̂
展
0
趴
^

で
、
 

あ
つ
弋
、
人
即
が
他
人
の
た
め
の
生
產
を
目
的
と
し
て
-多
數
の
.同
種
ま
た
は
異
種
の
經
濟
的
勞
，働
を
統
，一
的
意
思
の
下
に
集
め
て
と
れ 

を
組
織
し
計
® -
的
ハ
合
'理
的
f
cそ
の
.目
的
を
達
せ
ん
と
.す
る
も
の
で
あ
る
9
分
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針
畫
的
統
一
的
，沾

1P
I
Iを
も
っ
て
、
今
让
の
社

: ^
に
，お

け

-&
',

.
商
業
沾
動
の
本
5

>
せ
ふ
れ
&
。
か
く
し
て
符
勝
は
必
.ず
し
も
、商
衆
の
本
質
で
は
な
い
.、
商
品
の
憂
に
作
ふ
，運
、送
、'
貯
藏
、
命
观
等
の
活
動
-

. 

.il

商
業
の
附
随
的
興
素 

さ
れ
C
ゐ
る
の-

で
.あ
る
。
即f.

賢
買
經
營
即
ち
商
粱
で
_あ
る
。
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ぁ
遞
罠
之
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故
■
於

で
を
E
K終
%
に
し
て
*
ii
ソ
、
卞
質
的
な
る
手
段

^
し
て
、
I營
利
せ
む
こ
式
を

U
Q?
J
.ミ
す
る
總
濟
單
位(

侗
別
經
濟
> で
あ

る」
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か
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く

し

て
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を
也
跑
過
榀
を
そ
の
ぅ
ち
祀
合
む
生
糜
的
商
業
气

.流
通
過
稃
の
み
を
以
て
，成
立
ず
る
純
粹
商
樂
の
兩
港
か
ら
な
る
も
の

->」

せ
.ら
れ
る
0
即
ら
，
.
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敎
授
に
よ
れ
ば
商
業
は
企
梁
、
特

V
營
.利
的
企
業
ミ
同
窓
義
で
あ
る
、、
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'よ

れ

ば

商

業

cco
n
n
n

o>.rce)

は
1商
品
の
交
換
に
お
け

S-
人
^
、
場
所
的
及
び
時
開
的
障
碍
を
除
去
す
る
過
程(

3
0
c
e
s

 

,

' 

ses)

の
總
稱
で
•あ
っ
て
、
生
.旗
沾
泐
の
故
浼
の
段
階
さ
さ
れ
る
"
即
ち
商
躲
の
见
脅
經
濟
的
裨
能
た
る
配
給
機
能
を
筑
視
す
る
新
し
き
見
界
マ

あ
る
0
配
給
經
營
卯
商
業
說
せ
解
さ
れ
る
が
、

商
粱
を
以
て
脔
驼
の
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:
商
業
の
'
- #
生
は
最
初
企
業
概
念
と
し
，て
成
立
し
た
と
考
へ
ふ
れ
るr

i
e
.
f
m
a
n
n

も「

商
業
と
は
商
品
を
主
と
し
て
他
所
'に
て
買
入
れ 

て
、
こ
れ
を
沿
毁
费
に
提
洪
わ
、
思
つ
貯
藏
し
て
ゐ
_る
も
の
でJ

「

わ
れ
わ
れ
が
企
業
と
.呼
ん
で
ゐ
る
獨
DK
の
營
积
經
濟
の
最
初
の
形
態

で
.あ
る」

と
沄
っ
て
ゐ
‘る
。
9

)

商
業
を
交
換
ま
た
は
配
給
と
同
意
龜
に
、解
す
を
こ
と
.は
、
決
し
て
商
業
の
本
質
を
衝
い
て
ゐ
る
も
の
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‘と
は.1K

ひ
難
い
。
商
業
の
ネ
質
は
あ
ぐ
ま
で
取
經
濟
.的
、
企
業
的
概
念
た
■る
こ
’と
に
^
る
。
商
業
の
行
ふ
配
給
行
爲
が
重
要
.な
社
會
經

.

.翁

的

議

能

ゼ

炎

_

^ ;

と

逆_

1 :

麗

_

の

據

題_

篆
#

|

隻

間

藤

似#

理
- &
-

«

紙
.

せ
：
_

^

^

發
す
る 
o

('
■
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、
社
會
的
分
業
に
よ
り
交
換
と
云
ふ
經
.濟
事
象
を
^

ず
る
も
*
生
鹿
者
と
消
費
者
と
が
直
接
，に
の
み
取
引
を
'行
び
、
兩
者
の
中
哪
に
如 

何
な
名
仲
<JI
機
關
も
存
し
な
か
つ
た
時
代
に
お
い
て
は
、
來
だ
商
業
な
る
'概
念
は
成
立
し
な
.か
つ
た
。
社
會
的
分
業
が
發
連
し
て
坐
產 

者
と
沿
费
者
と
，の
社
會
的
經
濟
询
眠
離
亦
大
と
な
る
杧
お
よ
ん
.で
、
こ
、
に
兩
者
わ
他
价
的
任
務
-を
有
す
る
、
レ
か
も
生
_
者
で
も
消
費 

蕃
で
も
な
い
獨
立
ル
中
間
麗
の
發
坐
を
み
る
‘
^
で
あ
る
パ
わ
れ
わ
れ
が
通
念
的
に
齒
業
を
た
は
商
人̂
と
ホ
ぶ
の
は
正
に
こ
の
獨
立
の 

中

間

機

關

で

，あ

る

。

’
商
人
は
商
業
の
主
.體
_で
あ
り
-
商
業
は
谪
人
の
營
業
的
活
動
の
.組
織
卽
ち
經
營
を
意
味
す
る
。
し
か
し
て
商
業
が 

生
糜
者
と
消
費
#.
と
を
財
貨
を
通
じ
て
養
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
獨
立
の
中
間
機
.

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
か
、
る
財
貨
の
^
.

 

格
的
移
動
を
平
和
的
方
法
に
よ
み
て
行
ふ
に
は
、
給
付
對
反
對
給
付
の
關
係
^
お
い
て
、
先
づ
所
有
權
の
移
轉
，を
合
意
的
平
和
的
方
法
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に
よ
り
行
は
ね
ば
な
：ら
な
い
。
か
、
る
合
意
的
_平
和
的
な
る
所
有
權
珍
麟
の
‘方
法
と
は
所
謂
資
貿
の
形
式
に
外
な
ら
な
い
0.
>.
-
.
, 

:時
_
ら
^
序
^
保
有
す
^
こ
海

:^
餘
.
故
:'
:
<
;ぜ
贫
衡
冷
':
"
^

ば
な
ち
な
い
と
！

t

時
に
、
，こ
の
財
敬
を
消
費
.者
に
引
、渡
し
て
代
價
の
囘
收
を
行
ふ
ま
で
へ
自
ら
こ
の
代
質
を
立
替
，へ
t

、®
か

W
ば

な

ら

&
w
^
か
く
し
て
商
業
は
こ
の
立
替
袋

に

相

當

す
る
資
本
を
調
：̂
す

る

必

昆

が

代

傻

立
替
期
間
中
に
：お
け
る 

脉
貨
の
價
値
W
张
ぴ
に
物
質
的
變
動
の
危
險
を
も
^
擔

し

な

け

-れ

ば

な

ら

な

い
?:
と

お

い
て
商
業
の
成
立
に
は
先
づ 

1

定
の
資
本
の
調
達
が
先
決
的
必B

a
i

な
る
も
の
で
あ
つH

、

商
業
が
企
業
と
し
て
先
少
發
1
j
<ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
で
あ
るa

か
く
て
商
業
は
財
貨
を
社
會
的
人
格
的
に
移
動
す
る
配
給
活
動
を
營
む
、企
業
で
あ
4

が
、
商
業
が
配
給
活
動
'を
行
ふ
こ
と
に
.ょ
り
窮
.
.
 

_局
に
お
い
ず
社
會
經
濟
的
機
能
を
报
た
す
こ
と
に
.尨
，る
か
‘ら
，、
商

業

は

配

給

機

關

と

し

て

社

#-
經
濟
れ
一
環
を
形
成
す
る
こ
と
に
取
る
。 

•配
給
過
菌
が
肜
產
過
歡
と
消
賢
過
'程
.

U

對
，レ
_

价

從

屬

的

關

係

に

立
^

ぃ
7̂
產
拉
消
費
兩
過
輯
吹
變
化
^>
影

響

を

，受

け

：る
も
の

¥

こ
と
•は
旣
に
翎
ベ
た
.通
0
で
あ
'る
。
_
從
て
ま
た
配
給
過
程
に
だ
つ
商
業
が
生
產
過
程
と
悄
費
過
程
の
變
北
に
.ょ
つ
て
影
響
を
受
け
る
ご 

i

ほ
明
^

>
紙
表
1 :
誠

ギ

''
^
尤
經
濟
濰
織
の
發
度
洚
特
把
^
 

商
業
を
- ®
史

的

：に

特

徵

づ

け

'る 

こ
と
に
な
る
<

し
か
し
な
が
ら
商
業
の
こ
の
歷
史
的
特
微
の
，變
化
は
、
決
し
て
商
業
の
本
質
的
變
化
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
商 

業

の

本

質

は

，命

業

た

る

'こ
と
‘に
あ
る
。
企
業
と
し
て
配
給
活
動
を
營
む
も
の
が
商
業
な
の
で
あ
る
。
從
て
配
給
活
動
そ
の
も
の
の
內
容

的
變
化
は
商
業
湯
し
て
何
等
本
質
的
f

を
與
へ
I

で
は
な
ぃ
。
f

經

霞

f

る

糧

鍵

は

社

#
霧

晶

f

化
に

ょ
つ
て
影
響
t
受
け
る
。
か
く
し
.て
.商
業
は
そ
の
歴
史
的
特
徴
に
.お
い
て
變
化
を
受
け
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
商
業
の
、本
質
は
企 

業
た
る
に
あ
る
。
所
^

の
取
位
た
る
企
業
は
社
會
制
度-

と
し
て
の
財
糜
私
布
制
に
枞
本
的
變
化
を
坐
じ
な
い
限
り
は
不
變
に
•#
續
す
る：。

' 

I

て
商
業
の
本
贤
も
ま
た
不
變
で
あ
る
と
沄
へ
る
の
，で
あ
る
。

' 

,

、
 

•

|

經
廣
の
發
歡
I

ょ

含

商

I

I

霞

の

，f

の
が
影
響
を
受
け
、
或
る
時
代
S

い
て
そ
れ
が
特
に
S

で
あ
つ
た
た 

め
‘に
、
と
れ
が
商
業
の
本
質
で
あ
る
が
如
く
誤
り
解
せ
ら
，れ
た
矿
_過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
例
へ
ばL

i
e
f
m
a
n
.
n

が「

商
業
の
本
質
は
貯
.
 

藏
で
办
る」

r
6

)

と
云
つ
た
如
き
、
,'
ま
た
-A

d
a
m

 

s

i
が
運
送
業
を
卸
商
業
の
一
種
と
じ
た
如
き
は
；こ
れ
で
あ
る. 0

.?) 

.:

.
:こ

. 

.
社
會
經
濟
上
の
發
M.
M

化
も

決
し
て
商
業
の
本
質
を
變
M

せ
し
め
る
も
の
で
は
な
.い
。
，
本

質

を

變
M
す
る
と
き
.•は
も
は
や
商
業
そ
の
：
 

'も
の
の
存
在
が
否
觉
せ
'ら
れ
た
と
き
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
社
會
經
濟
上
の
發
展
變
化
が
商
業
の
本
質
そ
、の
も
の
を
變
M-
し
、
ま
た
は
そ
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の
#
在
を
否
定
す
る
に
革
る
匕
と
が
あ
る
か
。
產
業
革
命
-に
よ
る
近
' #
自
由
經
濟
の
成
立
す
る
ま
.で
は
、
’
商
業
が
殆
^
ど
唯
1
の
配
給
.

•

.機
關
で
あ
つ
た
0
.し
.か
る
.把
產
葉
革
命
以
後
に
お
い
て
は
生
產
.組
織
と
’沿
費
組
織
の
發
展
變
化
'が
、

•拖
と
消
費
^

の
社
會
的
經
濟
的
,
 

"
隔
齋
を
大
な
ら
じ
め
、
兩
苕
の
連
絡
を
都
る
商
黎
へ
の
依
存
性
を
大
な
ら
し
め
•た
。
自
由
競
爭
の
.下
で
は
'か
-
る̂
生
產
者
ま
た
は
消
費
:

.
背
士
商
業
#.
ど
‘の
社
會
吋
比
重
の
，
不

均

衡

|:
'
除
去
し
<
ぅ
と
す
る
運
動
を
發
達
せ
し
め
る
。
そ
れ
比
か
淹
の
大
豳
業
化
.
企
業
聯
合
、
：
.

ッ：̂
_

合
同
_

^

_

_微

漏

_

_
词
_

衡
<0
'
:
_動
.̂
:
展
桶
具
_

ー

ー

繁

满

業

の

重
&

»
衡
^

給

還

を

«

筹

自

灰

と
す
る
に
i

た
か
ら
で
.あ
る
。
.
卽
ち
坐
產
者
ま
た
は
消
費
若
に
よ
る
配
給
經
營
の
粲
營
に
よ
り
、
獨
立
の
配
給
企
業
た
る
商
業
を
：排 

缘
じ
.よ
ぅ
と
す
る
■に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
、
に
至
0 <
て
商
業
は
始
め
て
商
業
以
外
の
配
給
機
關
の
出
現
に
よ
つ
て

、
そ
の
社
會
的
地 

-

位
に
重
大
於
1

を
受
け
る
'

4
に
&.
つ
.た
。
商
業
_を
非
難
す
る
者
は
自
由
競
爭
に
お
け
る
商
業
の
過
當
な
る
營
利
追
求
行
爲
に
基
!'
<
.

,
社
會
的
弊
害
を
擧
げ
て
、
ー
配
給
機
關
と
し
て
の
.商
業
の
廢
除
を
主
張
す
る
.に
至
つ
‘た
。
こ
れ
•に
對
し
て
to
業
を
辯
護
す
る
者
は
、
商
業
.
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成

作

用

私

龜
1>
:
ず9

鉱
儒
^
薩
资
供
輪
方
需
要
^

办
秕
脅
的
調
節
作
用
；

^

，•要
性
を
强
調
す
る
、
こ
七
に
献
業
P
社
會
•的
舭
位
は
煎
丸
な
危
局
に
立
ら
に
，至
ヴ
た
め
.で
ぁ
る
。
し
か
し
商
業
が
か
X
る
危
亂
K:
立
つ 

.
に
至
.つ
た
の
は
、

1

般
的
經
濟
機
關
と
し
て
の
企
業
の
陳
我
避
濟
的
性
格
•に
關
す
る
极
本
問
題
で
あ
•つ
て
、
最
近
に
於
け
る
統
制
經
肩
'

‘
の
進
行
に
伴
ひ
、
企
業
€
國
民
經
濟
性
ま
た
は
社
會
性
の
昂
揚
の
結
见
い
配
、給
企
：業
、と
し
て
の
商
業
沢
配
給
機
關
と
，し
て
の
|1
:
/

§
濟 

的
適
性
を
W
檢
討
せ
^/
れ*

よ
ぅ
と
し
て
ゐ
る
.に
外
な
ら
な
い
。
商
業
の
见
た
す
所
の
配
給
機
能
そ
.の
，も
の
疼
は
何
等
の
變
化
を
も
來
し
：
 

て
ゐ
な
v>
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
！

g

近
に
お
け
る
企
業
の
社
會
性
ま
た
は
國
民
經
濟
性
の
昂
揚
は
企
業
た
る
商
篥
に
如
何
な
る
影
凝
を- 

與
ベ
る
か
た
か
。

.
ン

,

商
業
と
營
制
と
の
麗
は
今
日
ま
I

く
の
學
者
に
よ
I

ん
ど
不
可
*
;的
f

,
のQ

や

う

に

考

へ

ら

れ

、て
來
た
や
，う

で

I

。

こ

丨'ぃ
の
說
を
な
す
學
者
に

.

t
f

 

L
e
x
F
R
o
s
b
K
e
r
,

 

U
d
k
a
b
n

へM
a
t
a
v

等
の
諸
學
者
が
^.
り

、
，
わ
が
，國

に

袅

，い
、で

も

^:
塊
廉
吉
博
士
や
松
、
 

井
辰
之
肋
敎
授(

何
仉
も
同
玢
の
.前
揭
膂
# '
照
.

〕

命
は
こ
れ
|:
:
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
，ゐ
る
ゲ
し
'か

.1

._わ
れ
わ
れ
は
營
利
は
決
し
て
商
業
の 

本
質
で
も
な
く
、
不
可
分
的
要
素
で
も
な
い
と
考
へ
る
。
營
利
が
商
業
の
、本
質
と
^

れ
ば
、
商
業
は
他
の
す
べ
て
の
營
利
命
業
^
同
窥 

鶄
に
；な
る
'
?'
;
營̂

利

を

商

業

の

不

可

分

的

，要

素

と

す

る

.說

は
.、
，
商

業

办

本

質

的

機

能

を

寶

質

に

か

る

も

の

.と

し

、

寶
'買

行

爲

卽

營

利 

-行

爲

と

觀

念'寸
.る
/

J

と

に

發

す-^
。 

,
( 

< ~ 

-

,

. 

> 

- 

•

-

'

,
-S
貝
と
ば
^
貨
の
所
有
櫬
移
轉
の
機
能
を
.意
味
す
る
も
の
で
办
つ
■
て
、、■す
ベ
て
の
^

貨
趴
吣
企
業
に
弗
通
わ
S

で
あ
る
が
、
商
業 

が
企

業
體
で
あ
る
、以
，上
ま
た
瓶
業
の
■不
可
缺
.の
機
能
で
あ
る
0寶

，買

が

自

由

主
.義
經
濟
の
下
に
私
經
濟
的
立
場
‘か』

行
は
れ
る
と
^
,は
、 

安
き
所
と
.時
に
質
ひ
V

高
き
‘所
と
時
に
.賣
妓
出
來
る
，だ
け
大
•な
'る
寳
買
差
.額
を
收
め
よ
ぅ
と
-す
る
營
利1

5
^

と
’な
る
‘こ
と
は
明
ら
か
で
，
-
 

あ
る
。
し
か
し
*な
が
ら
單
’な
る
所
有
權
移
'轉
の
形
式
た
る
寶
買
と
、
•
出
來
る
♦た
け
大
な
る
資
本
称
益
を
收
め
ん
と
す
.る
營
利
行
爲
と
は 

區

別

す

々

孝

で

，
あ
.る
。
營
利
は
實

賃
^;
外
ゐ
资
本
范
動
に
J C
;

つ
て
も
行
ふ
こ
と
於
出
來
る
'の
で
あ
•る
。
消
# '

組
合
に
お
け
る
組
合
员
へ
：
 

'の
販
$ ¥

は
賫
買
の
形
式
を
と
を
も
營
利
を
目
的
と
す
る
も
，の
で
•ば
^

i
,°

か
ぐ
し
て
瓶
業
は
•必
十
寶
質
t
行
ふ
が
、
必
ず
營
利
を
行
ふ 

も
の
で
あ
る
と

一

K

ふ
.こ，と
は
出
來
な
い
◊ 

'

ン
.
 

>
 

■
 

,
 

.
■

賢
質
は
满
業
に
の
み
尊s

の
活
動
で
‘は
な
'い
。
金
業
は
所
有
ガ
單
忪
で
あ
石
か
ら
‘、
財
貨
の
供
給
的
活
動
に
從
事
す
る
企
業
は
殆
ん- 

ど
、
す
べ
て
が
財
貨
の
‘所
有
權
の
移
轉
た
る
賫
黑
を
行
ふ
广
配
給
企
業
た
る
商
業
の
み
な
ら
ず
、
.生
糜
企
業
も
ま
た
同
樣
に
..齊
買
を
行 

ふ
。
し
か
し
生
糜
企
業
に
お
い
て
は
賣
貢
は
必
ず
し
も
不
可
缺
の
要
素
‘で
，は
な
v>
o (

9
SV
配
給
企
業
た
を
商
業
：

i

必
ず
資
買
を
行
ひ
、) 

寶
質
を
行
は
ぬ
配
給
經
營
は
商
#

>
は
な
い
。
卽
ち
商
業
-に
^:
い
て
は
瞥
不
可
缺
の
要
素
で
あ
る
。
財
貨
.の

所

有

權

移

轉

機

能

-た

f

は

財

蒙

有f

l

l

l

l

l

f
塵

不

可

缺
.

1

1
襲

I

豪

。
f

に
お

视
，給
，概

；•}

贏

業

の

‘'本
質
グ

 

: 

S

 

(

一
 

•一
一
九
し'



I
f
t
s
l

»
«
.
S
5
4
A
»
^
.
H
5

h
cg.
»~
--e,
-
:
L,e
-'-
>
•
■
■
!■--j
-
-
I
T
. 

-
i
-
i
.
i
—

>'
v
- 

j
-
-
-
- 

:

-■«•
--'
= 

- 

-
1-

-

-

_
 .

:
-l-J--、-- v

-̂.1-1 

-
. 

-.•
-
■
r
.-
r 

»
-
• 

.
-
n
l
n
-
f 

.
I
T
-
T
-
i
J
t
.
—

-_
=
-
*
-
_
..-
-
.
n
l
-
^
r
.

-t
J
^
-
n
f
"
t

-»
-l
r'-
lt-
t
f
r
l
-.
—
J
J
i
: 

-

.
-
.
u
.
-v
- 
-r

—

I!
1 

-
r
f
I
,

nT.f

-
t
•.

「

-'»
»
.

『

'
,-
'
- 

- 
-■=-
r
v
*
<
*-

:>
.

、
配
铪
概
念
を
商
業
の
永
質

. 

,

:

り• 

； 

i
o
. 

h

r

o

)

い
'てM

貝
な
’る
，
配

給

機

能

ば

配

歡

企

業

た

、る

®

業

の

ボ

質

的'機

能

で

，あ

る

と

 
一
！

c

ふ
’己
と
が
出
來
る
9
ま
た
商
業
は
配
給
活
動
を
營
む
企 

業
で
あ
る
’か
ら
、g

貿
以
外
の
ベ

r.

般
配
給
纏
を
も
行
ふ
こ
と
は
明
ら
か
，で
あ
る
。
'し
か
し
賣
買
以
外
の
配
給
活
動
は
商
業
の
形
態
を 

と
ら
吻
他
の
配
給
經
營
.に
お
、い
て
も
抒
ふ
と
こ
ろ
.で
あ
.る
。
•か
<:
て
商
業
と
.は

所

有

權

移

轉

形

式

た

る

资

買

活

動

を

も

'
の

本

質

的

機

能 

と
し
、
他
.の
配
給
沾
動
を
附
隨
的
機
能
と
し
て
營
む
企
業
で
あ
る
と
资S

す
名
こ
と
，か
出
來
る
。
商
業
を
配
給
企
業
體
で
あ
る
と
沄
ふ 

所
以
'で
ぁ
る
。
.し
t

i

質
的
に
I

貝
經
f

の
も
わ
S

る
,：
0

I

I

I

寶
質
I

業(

經
營)

と
し
て
營
む
も
の
が
商
業 

で

あ

る

と

，
の

說

は

今

日

a-
で
多
く
の
學
#.
•に
よ
つ
：て
主
張
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
へ
ばR

o
s
c
h
e
r

が
商
業
を
定
執
し
て「

營
業 

的
に
營
ま
れ
る
界
販
齊
の
た
め
の
.購
人
(_
で
あ
る
4
苯
ひ
.、
c
lo
o
あ
た
、Z

M
I
j
a

1

が「

商
業
は
■財
貨
を
購
人
ま
た
は
•交
‘換
に
よ
つ
て
.獲
.
.
 

得
し
、
こ
れ
を
撕
び
實
却
す
を
こ
と
を
營
業
と
す
る
も
.QLV
で
あ
■る
：と
一K

つ
、た
の
は
"
何
れ
も
同
樣
の
意
味
と
思
ば
れ
石
。
、わ
が
國
で
は
.
 

谷
ロ
吉
彥
博
士
が「

轉
寶
の
自
的
を
‘も
つ
て
商
品
克
寊
人
れ
、
之
を
他
R
商
ロp

に
轉
換
す
る
'こ
と
な
く
し
て
、
他
‘に
販
賫
す
る
，
所

の

意 

、識
的
計
畫
的
統
一
的
沿
動
を
も
ら
て
、
今
日
の
社
：
に
お
け
.る
商
業
浩
動
の
本
質
を
な
す」

、
11)

.と
云
は
れ
る
の
も
同
樣
で
あ
る
。
但 

び
同
博
^

意

識

的

計

畫

；的

：統

.
1
:
:
:

的
满
軌
_

:
ば
經
»

^

商
業
を
商
品
の
社
會
的
浓
通
現
乘
と
せ
ら
れ
る
。
C1?
. 

:

.
■
.

.

.
商
業
は
賫
買
活
動
を
中
心
‘と
し
て
他
の
配
給
沽
動
を
併
せ
營
む
企
業
で
あ
る
か
ら
、
費
買
活
動
を
行
は
ず
し
て
他
の
■配
給
活
動
の
み 

を
行
ふ
場
合
は
商
業
^

‘は
な
い
の
'で
あ
る
。
こ
れ
に
反
.レ
て
賣
買
の
み
を
行
つ
て
他
の
配
；̂

動
を
行
は
な
く
て
も
商
業
で
あ
る
。
ま 

た
寶
貢
を
中
心
に
餘
ね
行
ふ
配
給
活
動
は
1
穂
で
あ
る
こ
と
も
數
種
に
及
ぶ
こ
ど
；̂
あ
る
。

.

 

，

-

企
業
が
あ
る
，。
と
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
補
助
商
業
及
び
商
業
補
助
業
と
名
：̂
け
る
。
商
人
の
委
託
に
よ
り
委
託
者
た
る
商
人
.の
た
め
に
商

ロ
叩
の
：；販

蓬

^
は
爾
入
惠
找
理
：_
ヤ
行
.ふ
：
問

屋

吱

汔

楗
«
錬
商
.必
呼 

(

伸

、
. 

立
人)

と
呼
ば
れ
る
機
關
が
あ
.る
'
彼
等
は
商
人
'の
た
め
.に
賫
買
の
代
理
ま
た
は
仲
介
の
み
、を
.な
す
こ
と
を
そ
の
營
業
の
目
的
と
し
て
;

ゐ
る
。
•從
て
わ
‘れ
打
れ
は
こ
.れ
を
補
助
商
業
と
名
付
け
.る
の
で
あ
.る
。
匕
)rf
.に
對
じ
て
配
給
機
能
の
何
れ
れ
のI.
種
を
專
門
的
に
經
皆
.
 

と
し
て
營
む
企
業
亦
あ
る
。
彼
等
は
機
能
を
中
心
と
す
る
邂
營
で
秦
つ
て
へ
そ
‘の
專
n

に
營
tf
.
機
能
に
關
す
名
限
り
は
、
商
業
ま
た
は 

配
給
機
關
以
外
の
た
め
に
配
給
機
能
に
屬
し
1

い
活
動
を
孓
行
ふ
&

で
あ
る
。
こ
れ
等
の
機
關
の
忭
ふ
活
動
は
を
れ
が
財
貨
の
酞
會
的 

移
動
に
關
す
る
部
分
に
‘つ
い
て
の
み
商
人
の
委
託
に
よ
つ
て
配
給
機
能
ぞ
來
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
？
運
送
業
、
倉
庫
業
、
金
融 

業
及
び
保
險
業
等
は
こ
れ
'に
屬
す
る
。
.わ

れ

わ

れ

也

こ

れ

，等

を

七

の

.配
給
機
能
に
關
文
，る
限
り
に
•於
て
、
商
業
補
助
業
と
名
付
け
ょ
ぅ
, 

•と
す
る
の
で
あ
る
。
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點
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内
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ゐ
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.現
實
の
動
態
過
掛
、の
分
析
武
器
^
し
て
、
從
來
の
靜
的一

般
.均
，衡

論

，が

其

の

修

タ

當

し
‘な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
'
o併
し

乍

ら

、
現 

實
を
.分
析
す
令
手
段
‘と
：し

て

何

等

か
0,
意
味
に
‘於
け
る
均
衡
，が
、
實
際
に
，存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
動
擷
過
程
の
分
析
は
紫
じ
く
容
#

と
-

' 
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な
る
で
あ
ら
ぅ
，
吾
々
.抹
此
處
，に
一
般
均
衡
論
に
代
比
る
有
カ
恕
均
衡
概
念
と
し
て
.、
ゥ
ィ
ク
セ
■ル
'

=

ミ
ル
‘ダ

ー

ル

の

貨

幣

的

均

衡

槪

.

.
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■ 
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-
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.こ

念
を
擧
げ
る
事
が
出
来
る
。
.併
し
卞
ら
果
し
そ
貨
幣
的
均
衡
は
.ブ
般
均
衝
と
全
然
相
容
れ
ざ
る
も
の
で
あ
名
か
、
，或
•ひ
は
又
然
り
と
す 

れ
ば
貨
幣
机
,̂
衡
に
於
げ
る
諸
肿
，間
の
相
對
懷
袼
の
關
係
は
如
何
な
る
4-
.の
で
あ
る
か
パ
此
の
點
は
從
來
說
か
’れ
て
居
な
か
つ
.か
第一 

の
問
題
で
.あ
ス
0
勿
論
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問
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が
問
題
と
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る
の
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^
く
‘迄
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ル
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ー
ル
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な
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蓄
と
投
赘
の
|
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中
心
と
せ
る
動
態
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論
で
な
け
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ぬ
、
又
貨
幣
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餘
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於
け
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利
潤
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、
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ー
ル
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か
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と
し
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、
果
さ
な
か
0
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で
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る
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■第
二
に
三
條
件
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實
際
的
な
る
事
前
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測
定
を
試
み
"
最
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に
乘
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の
理
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と
貨
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衡
わ
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係
を
述
•ベ
て
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た
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